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セ
ン
リ
ョ
ウ（
セ
ン
リ
ョ
ウ
科
）は
、
本
州（
関
東

以
西
）、
四
国
、
九
州
、
沖
縄
の
常
緑
樹
林
内
に
生

え
る
、
常
緑
小
低
木
で
す
。
葉
は
対
生
し
て
い
て
、

縁
に
鋭
い
鋸き

ょ

し歯
が
あ
り
ま
す
。
枝
先
に
小
さ
な
花
が

集
ま
っ
て
付
き
、
果
実
は
球
形
で
、
12
～
３
月
に
赤

色
に
熟
し
ま
す
。
赤
い
果
実
が
美
し
い
の
で
栽
培
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
正
月
の
縁
起
物
と
し
て
も
な
じ

み
深
い
植
物
で
す
。
マ
ン
リ
ョ
ウ（
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
科
）

と
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
の

果
実
は
下
向
き
に
付
く
の
で
、
容
易
に
区

別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

県
内
で
セ
ン
リ
ョ
ウ
の
自
生
の
記
録
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
観
賞
用
と
し
て
庭
先
に

植
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
神
栖
市

は
セ
ン
リ
ョ
ウ
栽
培
で
有
名
な
産
地
で
、

全
国
の
７
割
近
く
を
生
産
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
正
月
が
近
づ
く
と
目
に
す
る
セ
ン

リ
ョ
ウ
は
、
県
内
で
栽
培
さ
れ
た
も
の
が

多
い
よ
う
で
す
。

当
然
、
村
内
に
セ
ン
リ
ョ
ウ
の
自
生
地
は
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
総
合
調

査
に
よ
り
、
舟
石
川
、
石
神
内
宿
、
照
沼
な
ど
の
ス

ギ
林
内
で
、
小
さ
い
群
落
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
過
去
の
記
録
に
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

栽
培
さ
れ
て
い
た
も
の
が
逃
げ
出
し
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
詳
し
い
経
過
は
不
明
で
す
。
こ
の
よ
う
な

場
合
、
自
然
分
布
し
て
い
る「
自
生
種
」に
対
し
て
、

栽
培
さ
れ
て
い
た
も
の
が
逃
げ
出
し
た
と
い
う
意
味

で「
逸い

つ
し
ゅ
つ
し
ゅ

出
種
」と
し
て
区
別
し
ま
す
。

今
で
は
、
村
内
で
見
ら
れ
る
正
月
の
縁
起
物
は
、

ア
リ
ド
オ
シ（
一
両
）を
除
い
て
、
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ（
十

両
）、カ
ラ
タ
チ
バ
ナ（
百
両
）、セ
ン
リ
ョ
ウ（
千
両
）、

マ
ン
リ
ョ
ウ（
万
両
）の
４
種
類
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

他
に
も
村
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
逸

出
種
は
、
キ
ダ
チ
コ
マ
ツ
ナ
ギ
、
イ
タ

チ
ハ
ギ
、
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
、
ク
ス
ノ

キ
、
カ
ク
レ
ミ
ノ
、
ネ
ズ
ミ
モ
チ
、
ト

ウ
ネ
ズ
ミ
モ
チ
、
モ
チ
ノ
キ
、
ナ
ン
テ

ン
、
ヒ
イ
ラ
ギ
ナ
ン
テ
ン
、
オ
モ
ト
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
そ
の
種
類
や

生
育
地
は
増
加
す
る
と
推
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
植
物
調
査
等
で
は
自
生
種
の
記
録
が

中
心
で
し
た
が
、
現
在
進
行
中
の
総
合
調
査
で
は
自

生
種･

外
来
種･

逸
出
種
の
区
別
を
明
確
に
し
て
、
自

然
環
境
の
変
化
を
知
る
基
礎
資
料
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

安
嶋
　
隆

東
海
村
緑
化
審
議
会
　
副
会
長

東
海
村
に
も“
セ
ン
リ
ョ
ウ
”が
？

センリョウ（センリョウ科）

科学と社会の関わりからまちづくりを考える
　村が行っている社会科学分野の若手研究者への支
援事業に関して、平成27年度の成果を報告しなが
ら、世界に開かれた研究開発拠点を目指す東海村の

“まちづくり”について考えます。
●日　時　３月６日（日） 午後１時～４時
●場　所　産業･情報プラザ「i

アイヴィル

Vil」（旧リコッティ）
●入場料　無料
●問い合わせ　まちづくり推進課原子力サイエンス･
　国際化担当（☎282-1711 内線1342） ※事前申し

込みは不要です。

●プログラム
13:00 開会（12:30 受け付け開始）
13:05 東海村研究支援事業成果報告 ▼「支 援 事 業 の

意義と選考結果について」
講師 ▼滝田薫さん（茨城キリスト教大学教授、

支援研究選考委員長）
13:15 報告① ▼「東海村の自主防災活動をより活発

化させるためにはどうしたら良いか？」 
報告者 ▼梅本通孝さん（筑波大学准教授）

13:40 報告② ▼「原子力防災力の充実のための役割
はどのように分担されるべきか？」 

報告者 ▼中川唯さん（東京工業大学大学院）
14:05 報告③ ▼「どのような高レベル放射性廃棄物

の“処分”が望ましいのか？」 
報告者 ▼渡辺凜さん（東京大学大学院）

14:40 講演 ▼「東海村のまちづくりに一言！ ‐科学を理
解し支援するとは‐」 

講師 ▼松原克志さん（常磐大学教授）
16:00 閉会

ＴＯＫＡＩ原子力
サイエンスフォーラム

ご来場をお待ち
しています！


